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３０人以下学級の早期実現及び義務教育費国庫負担制度の拡充を求める意見書 

東北地方太平洋沖地震災害支援事業として 
補正予算3,000万円を可決 

　我が国は、ＯＥＣＤ諸国に比べて１学級及び教員１人あ
たりの児童生徒数が多くなっている。このたび、学級編制
標準が30年ぶりに改善され、少人数学級の推進に向けよう
やくスタートが切られたが、さまざまな児童生徒の実態に
応じた、きめ細やかな対応を行うためには、１クラスあた
りの学級規模をさらに引き下げる必要がある。 
　昨年８月に策定された「新・教職員定数改善計画案」の
確実な実施はもとより、文部科学省によるアンケートでは、
保護者の多くが少人数学級を望んでいることからも、30人
以下学級の早期実現が求められるところである。 
　しかし、ＧＤＰに占める教育費の割合はＯＥＣＤ加盟国
中最下位となっており、三位一体改革以降、義務教育費国
庫負担金の負担割合が２分の１から３分の１に縮小された
ままで、依然として自治体財政を圧迫している。 
　将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子どもたちに、
行き届いた教育を推進するためには、経済的な条件や居住
地のいかんにかかわらず、機会均等に一定水準の教育が受
けられなければならない。そのためにも、国や地方の財政
状況に影響されない教育予算の充実は極めて重要である。 

　よって、国におかれては、下記の事項を実現されるよう
強く要望する。 
 

記 
 

１　新・教職員定数改善計画を確実に実施し、30人以下学
　級を早期に実現すること。 
２　教育の機会均等とその水準の維持向上のため、義務教
　育費国庫負担率を２分の１に復元し、制度の堅持・拡充
　を図ること。 
３　学校施設整備や就学援助などを充実させるため、国の
　教育予算を拡大すること。 
 
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
 
　平成23年６月10日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県加古川市議会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　神吉　耕藏 
　提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、　　
　　　　　総務大臣、財務大臣、文部科学大臣　　　　　
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平成２３年第2回 
市議会定例会報 

　
六
月
七
日
、
尾
上
公
民
館
で
「
子
育
て
教
室
 
な
か
よ
し

親
子
ル
ー
ム
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
歳
の
子
ど
も
と
母
親

の
親
子
二
十
組
が
新
聞
紙
を
使
っ
た
あ
そ
び
を
楽
し
み
ま

し
た
。
　
 

 

意 見 書 
本定例会で、議員から意見書案1件が提出され、原案のとおり可決されました。この意見書は、直ちに関係機関へ送付されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　第２回市議会定例会は、６月２日から10日まで、９日間の日程で開催されました。平成23年度一般

会計補正予算など、市長提出議案９件と議員提出案件１件の審議が行われ、すべて原案のとおり可決

されました。　　　　 

※議会交際費の支出内容を、市役所行政資料室
　（消防庁舎2階）で公開しています。 
※原則として個人名は除きます。　　　　　　

平成２２年度議会交際費執行状況 

　 区 　 分 　  

慶 弔 せ ん べ つ  

賛 　 助  

贈 呈 記 念 品  

懇 談 接 遇  

そ の 他  

　 合 　 計 　  

件数 

23 

2 

2 

3 

4 

34

金額（円） 

394,045 

110,000 

9,000 

31,000 

42,000 

586,045

傍　聴 

議場見学 

議会史を販売しています 

【
内
容
】
昭
和
２５
年
か
ら
５５
年
ま

で
の
市
議
会
の
活
動
内
容
に
つ
い

て 【
価
格
】
記
述
編
・
資
料
編
セ
ッ

ト
で
１
８
、
０
０
０
円
　 

【問合先】議会事務局 

　　　　　（　４２７－９３０３） 

　市議会は市民の生活に直接かかわりのある予算や条例等の重要な事項を決定したり、市長等の執行機関の仕事
が適正に行われているかを監視するなど、大切な役割を担い、さまざまなことを話し合っています。 
　この市議会の様子を傍聴することや、議場を見学することができます。 
 
 
・本会議や委員会を傍聴することができます。 
・傍聴の際には、当日、受付で住所と氏名を記入してください。 
・議場の傍聴席は72席、委員会室は15席でいずれも先着順です。 
 
 
・本会議が開かれていないときに、議場を見学できます。 
・見学時間は、午前８時30分から午後５時15分までです。（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く。） 
・申し込み人数は、おおむね10名以上でお願いします。 
・議場見学は予約制です。ご希望の方は、事前に議会事務局（　４２７－９３０３）までご連絡ください。 
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議
員
　
第
四
十
回
加
古
川
ま
つ
り

は
、
「
絆 

つ
な
が
れ
！
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
」
と
銘
打
ち
、

実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る

が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
位
置
づ
け

と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。 

地
域
振
興
部
長
　
今
年
の
加
古
川

ま
つ
り
は
、
全
市
を
あ
げ
て
震
災

復
興
支
援
の
輪
を
広
げ
、
本
市
と

東
北
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
絆
を

深
め
よ
う
と
の
考
え
で
実
施
す
る
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
お
ま
つ
り

広
場
で
は
、
東
北
地
方
の
物
産
販

売
や
郷
土
芸
能
な
ど
の
ミ
ニ
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
、
ま
た
、
加
古
川

駅
前
で
は
東
北
の
祭
り
か
ざ
り
と

合
わ
せ
、
大
規
模
な
物
産
展
を
計

画
し
て
い
る
。
震
災
の
復
興
に
は

長
期
間
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
今
回
の
加
古
川
ま
つ
り
を

契
機
と
し
て
、
そ
こ
で
生
ま
れ
る

心
の
絆
や
経
済
交
流
を
大
切
に
し
、

様
々
な
方
法
で
中
長
期
的
な
支
援

に
つ
な
が
る
企
画
を
促
し
て
い
き

た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
留
守
家
庭
児
童
対
策
事
業
に
つ
い
て  

　
　
現
状
と
今
後
の
見
通
し
・
計
画

　 

    

議
員
　
災
害
時
に
は
、
介
護
の
必

要
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
に
対

し
、
必
要
な
支
援
の
種
類
に
応
じ

た
避
難
所
が
求
め
ら
れ
る
。
本
市

で
は
、
災
害
弱
者
の
た
め
の
福
祉

避
難
所
を
指
定
し
て
い
な
い
が
災

害
弱
者
に
対
す
る
避
難
所
の
在
り

方
と
、
福
祉
避
難
所
の
設
置
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
　  

福
祉
部
長
　
災
害
時
の
避
難
所
生

活
が
長
期
化
す
る
場
合
、
特
に
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
の
健
康
管
理

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
弱
者
を
守
る
こ
と
は
、
行
政

の
大
き
な
使
命
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
福
祉
避
難
所
は
、
避
難

所
生
活
で
特
別
な
配
慮
を
必
要
と

す
る
方
を
対
象
と
し
た
二
次
避
難

所
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

現
在
、
本
市
で
は
福
祉
避
難
所
と

位
置
づ
け
た
施
設
は
な
い
が
、
今

後
、
対
象
と
す
る
施
設
の
検
討
や

利
用
対
象
者
を
調
査
し
、
医
薬
品

等
の
調
達
や
介
助
者
の
確
保
な
ど

運
営
管
理
に
つ
い
て
、
市
の
地
域

防
災
計
画
の
中
で
早
急
に
検
討
し

た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
地
域
活
性
化
の
た
め
の
新
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
つ
い
て 

○
災
害
弱
者
の
支
援
の
在
り
方
に
つ

　
い
て 

　
　
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制

　
　
度
の
よ
り
効
果
的
な
申
請
方
法

　
　
と
運
用
方
法
／
要
援
護
者
施
設

　
　
の
範
囲
と
災
害
情
報
等
の
伝
達
、

　
　
避
難
支
援
の
方
法
　
　
　
　
　

　 

    

議
員
　
今
年
三
月
の
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
以
降
、
地
方
自
治
体

で
は
災
害
対
策
の
見
直
し
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
当
市
の
新
病
院
の

移
転
先
選
定
に
あ
た
り
、
液
状
化

等
防
災
上
の
リ
ス
ク
は
検
討
項
目

と
さ
れ
て
い
る
か
。 

企
画
部
長
　
新
病
院
建
設
予
定
地

の
選
定
に
つ
い
て
は
、
地
震
に
よ

る
災
害
や
液
状
化
、
加
古
川
の
洪

水
等
を
災
害
リ
ス
ク
と
認
識
し
て

い
る
。
液
状
化
の
可
能
性
は
、
県

の
予
測
結
果
か
ら
、
市
内
の
他
の

市
街
地
と
差
は
な
い
と
考
え
る
。 

地
震
時
の
津
波
、
加
古
川
の
氾
濫

等
に
関
し
て
も
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
予
測
か
ら
、
洪
水
や
土
砂
災

害
な
ど
の
防
災
上
の
リ
ス
ク
も
低

い
と
考
え
、
建
設
予
定
地
と
し
て

問
題
は
な
い
と
判
断
し
た
。
今
後

は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生

か
し
、災
害
に
強
い
病
院
整
備
の

検
討
を
進
め
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
加
古
川
市
に
お
け
る
液
状
化
対
策

　
に
つ
い
て  

　
　
防
災
計
画
の
見
直
し
／
「
液
状

　
　
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
整
備

　
　
／
「
液
状
化
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

　
　
策
定
の
予
定
が
無
い
の
で
あ
れ

　
　
ば
、
そ
の
理
由
／
ハ
ザ
ー
ド
マ

　
　
ッ
プ
上
で
避
難
所
と
し
て
は
問

　
　
題
の
あ
る
施
設
の
指
定
見
直
し

　
　
や
、
移
設
な
ど
の
対
応
／
兵
庫

　
　
県
南
部
地
震
の
際
の
、
市
内
で

　
　
液
状
化
し
た
場
所
の
デ
ー
タ
集

　
　
約
と
内
容
分
析 

    

議
員
　
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面

実
施
に
よ
る
教
師
用
教
科
書
、
指

導
書
、
準
拠
教
材
の
購
入
等
で
予

算
は
増
え
て
い
る
が
、
今
回
こ
れ

ら
の
予
算
を
計
上
す
る
代
わ
り
に
、

学
校
配
分
予
算
が
減
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
新
学
習
指
導
要
領

の
全
面
実
施
に
係
る
予
算
は
、
必

要
不
可
欠
な
予
算
で
あ
り
、
学
校

園
を
運
営
す
る
学
校
配
分
予
算
と

は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
今
年
度
は
小
学

校
の
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に

伴
う
教
師
用
教
科
書
等
の
購
入
の

た
め
、
小
学
校
管
理
費
で
約
三
千

三
百
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
学
校
配

分
予
算
か
ら
手
当
て
し
た
こ
と
で

減
額
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

年
度
の
途
中
で
予
算
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
学
校
に
お
い
て
は
、
そ
の

際
に
調
整
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

  

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
状
況

を
鑑
み
て
学
校
の
耐
震
化
を
優
先

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
来
年

度
実
施
の
中
学
校
の
教
科
書
改
訂

の
後
に
は
学
校
配
分
予
算
の
復
元

に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
平
成
二
十
三
年
度
加
古
川
市
教
育

　
実
行
計
画
　
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

　
ラ
ン
２
０
１
１
に
つ
い
て 

　
　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
１

　
　
の
位
置
づ
け
／
兵
庫
型
教
科
担

　
　
任
制
度
／
新
学
習
指
導
要
領
の

　
　
全
面
実
施
に
よ
る
指
導
書
配
備 

○
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て 

     

議
員
　
市
は
加
古
川
西
市
民
病
院

と
加
古
川
東
市
民
病
院
を
統
合
し

新
病
院
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
加
古
川
以

西
地
域
の
救
急
医
療
の
拠
点
を
失

う
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、
新
病
院
の
建
設
地
は
河
川
に

隣
接
し
て
お
り
、
洪
水
な
ど
災
害

時
の
リ
ス
ク
管
理
は
ど
う
か
。 

企
画
部
長
　
災
害
発
生
時
の
救
急

医
療
は
本
市
か
ら
の
要
請
に
基
づ

き
、
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
。

特
に
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
広

域
災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
に
参
加
す
る
東
播
磨
医
療
圏
域

の
四
十
二
の
病
院
と
連
携
、
協
力

し
医
療
を
提
供
す
る
。
加
古
川
の

橋
梁
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
、
加
古
川
以
西
地
域
に
つ
い
て

は
高
砂
市
民
病
院
な
ど
と
の
広
域

的
な
連
携
で
対
応
す
る
。 

　
ま
た
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
生
か
し
、
免
震
構
造
の

採
用
、
浸
水
対
策
を
施
し
た
設
備

配
置
計
画
な
ど
に
よ
り
、
経
費
面

も
含
め
、
災
害
に
強
い
病
院
整
備

を
検
討
し
て
い
く
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
神
戸
製
鋼
加
古
川
製
鉄
所
に
関
連

　
し
て 

　
　
降
下
ば
い
じ
ん
量
の
自
主
目
標

　
　
値
超
過
の
問
題
に
対
し
、
原
因

　
　
特
定
が
な
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ

　
　
に
対
す
る
改
善
策
が
と
ら
れ
た

　
　
の
か
／
災
害
時
、
場
内
者
の
避

　
　
難
誘
導
及
び
近
隣
住
民
の
安
全

　
　
確
保 

○
障
が
い
者
の
人
た
ち
が
安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
災
害
発
生
時
及
び
日
常
生
活
面

　
　
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

　 

   

議
員
　
本
市
の
地
域
活
性
化
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
加
古
川
生
ま

れ
の
製
品
を
主
体
と
し
た
活
性
化

事
業
が
多
数
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

事
業
自
体
の
Ｐ
Ｒ
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
本
市
を
横
断
す
る

主
要
幹
線
道
路
の
加
古
川
バ
イ
パ

ス
に
、
横
断
幕
や
看
板
等
を
設
置

し
、
市
の
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
は

ど
う
か
。 

企
画
部
長
　
年
間
を
通
じ
て
多
数

の
車
両
が
通
行
す
る
加
古
川
バ
イ

パ
ス
に
市
の
Ｐ
Ｒ
用
の
横
断
幕
、

看
板
等
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
市

外
へ
の
情
報
発
信
の
機
会
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
交

通
量
の
多
い
加
古
川
バ
イ
パ
ス
に

看
板
等
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
設

置
自
体
の
安
全
性
の
ほ
か
、
脇
見

運
転
の
誘
発
等
交
通
安
全
面
で
も

問
題
が
あ
る
。
今
後
は
提
案
の
趣

旨
等
を
勘
案
し
、
い
ろ
い
ろ
な
機

会
を
と
ら
え
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
市
の
Ｐ
Ｒ
に
向
け
た
取
り
組
み
と

　
所
管
部
署
の
設
置
に
つ
い
て 

　
　
こ
れ
ら
の
各
事
業
の
推
進
に
あ

　
　
た
り
、
Ｐ
Ｒ
事
業
課
を
設
置
す

　
　
る
こ
と
／ 

本
市
の
基
本
構
想
の

　
　
う
ち
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目

　
　
標
」
を
、
ど
の
よ
う
に
市
民
に

　
　
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
か
　
　
　
　
　

　
　
　 

災
害
弱
者
に
対
す
る 

支
援
の
在
り
方
と
福
祉 

避
難
所
の
設
置
に
つ
い
て 

　
　
　
　
木
谷
　
万
里
　
議
員 

建
設
を
予
定
し
て
い
る
新
病
院
は 

　
災
害
発
生
時
の
救
急
医
療
に 

　
　
対
応
で
き
る
の
か 

　
　
　
井
上
　
津
奈
夫
　
議
員 

加
古
川
バ
イ
パ
ス
に
看
板
等
を 

設
置
し
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
は
ど
う
か 

　
　
　
　
玉
川
　
英
樹
　
議
員 

新
病
院
の
移
転
先
選
定
に
お
け
る 

　
液
状
化
を
含
め
た
防
災
上
の 

　
　
リ
ス
ク
検
討
に
つ
い
て 

　
　
　
　
末
澤
　
正
臣
　
議
員 

学
校
配
分
予
算
の
現
状
と 

　
今
後
の
展
望 

　
　
　
　
掘
井
　
健
智
　
議
員 

加
古
川
ま
つ
り
に
お
け
る 

東
北
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て 

　
　
　
　
中
村
　
亮
太
　
議
員 

▲「かこがわ教育ビジョン（加古川市教育振興基本計画）」に基づく具体的な施策に 
ついて定められた教育アクション・プラン２０１１　　　　　　　　　　　　　 

　
六
月
二
日
、
三
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に

は
、
十
一
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
市
政
全

般
に
わ
た
り
、活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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議
員
　
新
病
院
建
設
に
伴
う
防
災

リ
ス
ク
低
減
へ
の
コ
ス
ト
負
担
と
、

起
債
に
よ
る
市
全
体
の
公
債
費
比

率
な
ど
一
般
会
計
へ
の
影
響
は
ど

う
か
。 

企
画
部
長
　
新
病
院
の
建
設
に
は
、

地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
時
に
お

い
て
も
、
地
域
住
民
の
生
命
を
守

る
た
め
の
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
防
災
リ
ス
ク
低
減
に
係
る
コ

ス
ト
は
必
要
で
あ
る
。
今
後
は
、

病
院
の
整
備
内
容
、
整
備
手
法
等

の
検
討
と
あ
わ
せ
、
で
き
る
だ
け

コ
ス
ト
縮
減
を
め
ざ
す
と
と
も
に

補
助
金
の
活
用
な
ど
有
利
な
財
源

の
確
保
に
つ
い
て
も
努
力
し
て
い

き
た
い
。 

　
本
市
の
実
質
公
債
費
比
率
に
は
、

地
方
独
立
行
政
法
人
に
対
す
る
貸

付
分
及
び
移
行
前
地
方
債
の
残
高

に
対
す
る
公
債
費
は
、
制
度
上
算

入
さ
れ
な
い
た
め
、
影
響
は
な
い

と
考
え
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
新
病
院
の
建
設
地
と
防
災
対
策
に

　
つ
い
て 

　
　
新
病
院
の
建
設
地
の
防
災
リ
ス

　
　
ク
の
認
識
／
加
古
川
市
地
震
被

　
　
害
想
定
と
地
震
動
予
測
結
果
及

　
　
び
液
状
化
危
険
度
予
測
結
果
の

　
　
整
合
性
／ 

液
状
化
限
界
震
度
の

　
　
分
布
図
の
作
成
／
新
病
院
建
設

　
　
地
の
液
状
化
対
策
も
含
め
た
防

　
　
災
対
策 

    

議
員
　
災
害
発
生
時
に
市
民
の
生

命
を
守
る
た
め
に
は
、
第
一
に
水

と
食
料
が
必
要
と
な
る
。
防
災
意

識
を
高
め
る
た
め
に
も
、
全
世
帯

に
非
常
用
持
出
し
袋
を
配
布
し
、

各
家
庭
ご
と
に
飲
料
水
等
を
備
え

て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。 

総
務
部
長
　
平
成
十
八
年
六
月
に

全
世
帯
に
配
布
し
た
保
存
版
「
わ

が
家
の
安
全
・
安
心
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
や
広
報
か
こ
が
わ
等
を
通
じ

て
、
非
常
用
持
出
品
を
平
素
か
ら

準
備
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。 

　
各
家
庭
の
家
族
構
成
等
に
よ
り
、

備
蓄
品
の
数
量
や
大
き
さ
が
異
な

る
た
め
、
全
世
帯
一
律
に
持
出
し

袋
を
配
布
す
る
の
で
は
な
く
、
各

家
庭
で
食
料
等
の
備
蓄
品
を
保
管

し
て
お
く
必
要
性
や
注
意
事
項
等

に
つ
い
て
、
広
報
か
こ
が
わ
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
団
体
・
地
域
で

の
学
習
会
な
ど
機
会
あ
る
ご
と
に

周
知
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
大
規
模
災
害
発
生
時
の
防
災
計
画

　
に
つ
い
て 

　
　
南
海
地
震
発
生
時
の
津
波
予
測

　
　
／
県
立
高
校
が
一
時
避
難
所
に

　
　
指
定
さ
れ
て
い
な
い
理
由
／
学

　
　
校
園
に
お
け
る
避
難
訓
練
の
内

　
　
容
と
課
題
／
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　
の
家
庭
で
の
啓
発 

○
市
職
員
の
交
通
事
故
防
止
対
策
に

　
つ
い
て 

　
　
過
去
五
年
間
の
交
通
事
故
発
生

　
　
件
数
／
職
員
の
公
用
車
両
の
運

　
　
転
条
件
／
交
通
事
故
防
止
の
た

　
　
め
の
教
育
訓
練
（研
修
）と
対
策

　 

   

議
員
　
生
活
保
護
受
給
者
が
国
民

健
康
保
険
料
の
滞
納
分
を
生
活
保

護
費
か
ら
支
払
っ
て
い
る
こ
と
が

以
前
か
ら
あ
る
と
聞
い
た
が
、
生

活
保
護
費
は
最
低
限
度
の
生
活
を

保
障
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
て
お

り
、本
人
の
申
し
出
で
は
な
く
市

か
ら
請
求
す
る
こ
と
は
憲
法
や
生

活
保
護
の
理
念
か
ら
す
る
と
不
適

切
で
は
な
い
か
。 

市
民
部
長
　
国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
は
原
則
と
し
て
自
主
納
付
を

前
提
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
険

料
の
取
り
立
て
を
行
う
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
滞
納
が
あ
る
方
に

つ
い
て
も
粘
り
強
く
自
主
納
付
の

お
願
い
を
し
て
い
る
。
生
活
保
護

受
給
者
に
つ
い
て
は
生
活
保
護
適

用
年
度
の
保
険
料
は
申
請
に
よ
り

全
額
免
除
と
な
る
。
生
活
保
護
適

用
以
前
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
納

付
相
談
に
基
づ
き
自
主
的
に
納
付

さ
れ
た
り
、
従
来
か
ら
の
納
付
誓

約
に
よ
り
分
割
で
納
め
ら
れ
る
場

合
は
あ
る
が
、
生
活
困
窮
者
等
に

は
原
則
と
し
て
督
促
や
差
し
押
さ

え
等
の
厳
し
い
処
分
は
行
っ
て
い

な
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
国
保
の
滞
納
対
策
に
つ
い
て 

　
　
預
金
等
、
差
押
え
の
判
断
基
準 

○
ご
み
問
題
に
ど
う
向
き
合
う
か
に

　
つ
い
て 

　
　
国
や
行
政
の
責
任
／
企
業
の
責
任

　
　
／
一
人
ひ
と
り
の
住
民
の
責
任

　 

   

議
員
　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多

く
の
病
院
が
巨
大
津
波
等
に
よ
り

壊
滅
的
被
害
を
受
け
、
医
療
機
能

が
完
全
に
ま
ひ
し
た
。
本
市
で
は

加
古
川
堤
防
に
隣
接
し
た
場
所
で

の
新
病
院
整
備
に
あ
た
り
危
機
管

理
体
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。 

企
画
部
長
　
現
在
の
両
市
民
病
院

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
医
療
を
提
供

で
き
な
い
診
療
科
目
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
相
互
補
完
体
制
を
整
え
、

危
機
発
生
時
に
対
応
し
て
い
る
。

今
後
の
新
病
院
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
災
害
な
ど
の
危
機
発
生
時
に

幅
広
い
疾
病
に
対
応
し
た
被
災
者

の
受
入
れ
体
制
を
整
え
る
た
め
、

医
療
機
能
の
強
化
を
図
り
、
高
度

で
専
門
的
な
医
療
を
総
合
的
に
提

供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
整
備
予
定

地
は
市
防
災
セ
ン
タ
ー
に
近
く
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
等
に
よ
る
患
者
移

送
も
含
め
た
機
能
連
携
を
図
る
こ

と
で
、
危
機
管
理
に
強
い
医
療
体

制
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
独
立
行
政
法
人
加
古
川
市
民
病
院

　
機
構
に
つ
い
て 

　
　
日
毛
工
場
用
地
へ
の
移
転
／
新

　
　
病
院
建
設
と
医
師
確
保 

○
脱
原
発
へ
の
転
換
に
つ
い
て 

　
　
公
共
施
設
で
自
家
発
電
の
努
力

　
　
を
求
め
る
こ
と
／
住
宅
の
太
陽

　
　
光
発
電
設
備
へ
の
補
助
金
制
度
化 

○
中
学
校
給
食
に
つ
い
て 

　
　
早
期
実
現
に
向
け
て
／
危
機
管

　
　
理
と
学
校
給
食 

○
第
五
次
行
革
緊
急
行
動
計
画
に
つ
い
て 

　
　
職
員
の
適
正
な
配
置
／
公
民
館
・

　
　
隣
保
館
等
職
員
の
配
置 

○
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ウ
ェ

　
ル
ネ
ス
都
市
加
古
川
に
つ
い
て 

　
　
選
択
と
集
中
の
施
策
／
危
機
を

　
　
想
定
し
た
ま
ち
づ
く
り 

    

議
員
　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
西
宮
市
職
員
が
開
発

し
た
も
の
で
、
被
災
者
台
帳
を
も

と
に
避
難
、
被
災
状
況
な
ど
の
個

人
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
し
、
迅
速

な
被
災
者
証
明
書
発
行
や
、
救
援

物
資
の
管
理
、
仮
設
住
宅
の
入
退

去
、
義
援
金
の
交
付
な
ど
の
業
務

が
行
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。 

総
務
省
か
ら
全
国
の
地
方
公
共
団

体
に
無
償
で
提
供
さ
れ
、
利
用
促

進
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
本
市
も
早
期
に
と
り
入
れ
る

べ
き
と
思
う
が
、考
え
は
ど
う
か
。 

総
務
部
長
　
本
市
は
、
平
成
二
十

一
年
一
月
に
総
務
省
よ
り
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
利
用
承
認
を
得
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

災
害
時
に
被
災
者
支
援
を
行
う
上

で
、
有
効
な
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
と

考
え
、
今
後
は
、
導
入
に
向
け
、

管
理
運
用
方
法
や
ハ
ー
ド
面
の
整

備
な
ど
、
具
体
的
な
課
題
の
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
　 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
向
上
に

　
向
け
て 

　
　
防
災
拠
点
と
し
て
の
学
校
園
の

　
　
位
置
付
け
／
防
災
拠
点
と
し
て

　
　
の
学
校
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整

　
　
備
／
学
校
施
設
の
防
災
機
能
向

　
　
上
の
取
り
組
み 

○
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に

　
つ
い
て 

　
　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
認
識

　
　
と
評
価
／
災
害
時
に
お
け
る
情

　
　
報
収
集
体
制 

○
中
学
校
給
食
に
つ
い
て 

　
　
昼
食
サ
ポ
ー
ト
事
業
／
中
学
校

　
　
給
食
導
入
に
向
け
て
／
食
育
の

　
　
観
点
か
ら
の
給
食
の
必
要
性
／

　
　
調
理
方
式
／
今
後
の
具
体
的
な

　
　
進
め
方 

○
雨
水
貯
留
施
設
設
置
に
つ
い
て 

　
　
雨
水
貯
留
施
設
の
認
識
／
雨
水

　
　
貯
留
施
設
の
効
果
／
導
入
に
あ

　
　
た
っ
て
の
課
題
／
水
道
事
業
、

　
　
下
水
道
事
業
へ
の
影
響
　
　 

  

　
　
本
会
議
及
び
委
員
会
で
、
次

　
の
請
願
・
陳
情
に
結
論
が
出
さ

　
れ
ま
し
た
。 

 

請
願 

○
三
十
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
つ

い
て 

（
加
古
川
市
加
古
川
町
北
在
家
・

兵
庫
県
教
職
員
組
合
加
印
支
部
支

部
長
・
寺
見
保
正
） 

　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

陳
情 

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

充
実
発
展
及
び
新
・
教
職
員
定
数

改
善
計
画
の
確
実
な
実
施
と
早
期

の
三
十
人
学
級
を
求
め
る
陳
情 

（
加
古
川
市
加
古
川
町
北
在
家
・

加
印
教
職
員
組
合
執
行
委
員
長
・

小
松
則
夫
）
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

 

請
願 

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
参
加
し
な
い
よ
う
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
請
願
書 

（
加
古
川
市
加
古
川
町
平
野
・
新

日
本
婦
人
の
会
加
古
川
支
部
支
部

長
・
畝
本
敬
子
）
〈
賛
成
少
数
〉 

陳
情 

○
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
地

域
循
環
型
経
済
対
策
を
求
め
る
陳

情
書 

（
神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
・
兵

庫
県
生
活
関
連
公
共
事
業
拡
大
連

絡
会
議
議
長
・
小
栗
秋
利
） 

　
　
　
　
　
　
　
〈
賛
成
少
数
〉 

 

    

●
東
播
都
市
計
画
北
在
家
土
地
区

画
整
理
事
業
施
行
に
関
す
る
条
例

の
廃
止
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

　
事
業
施
行
期
間
が
終
了
し
た
た

め
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。 

●
加
古
川
市
市
税
条
例
の
一
部
改

正
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に

対
し
個
人
市
民
税
の
負
担
軽
減
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

●
東
播
都
市
計
画
事
業
新
野
辺
南

土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

　
換
地
計
画
を
定
め
る
に
あ
た
り

清
算
金
の
額
が
概
ね
確
定
す
る
こ

と
に
伴
い
、
各
規
定
を
改
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。 

●
東
播
都
市
計
画
事
業
加
古
川
駅

前
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
に
関

す
る
条
例
及
び
東
播
都
市
計
画
事

業
加
古
川
駅
北
土
地
区
画
整
理
事

業
施
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

　
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十

九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
の
項
の

ず
れ
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を
図

る
も
の
で
す
。 

          

採
択
と
な
っ
た
も
の 

不
採
択
と
な
っ
た
も
の 

新
病
院
の 

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て 

　
　
　
　
岸
本
　
建
樹
　
議
員 

生
活
保
護
受
給
者
の 

税
・
国
保
料
の
取
り
立
て 

　
　
　
　
高
木
　
英
里
　
議
員 

非
常
用
持
出
し
袋
を 

全
世
帯
へ
配
布
し
て
は 

　
　
　
　
畑
　
広
次
郎
　
議
員 

新
病
院
の
建
設
に
伴
う
防
災
リ
ス
ク 

低
減
へ
の
コ
ス
ト
負
担
と
一
般
会
計 

へ
の
影
響
に
つ
い
て 

　
　
　
　
三
島
　
俊
之
　
議
員 

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の 

　
導
入
に
つ
い
て 

　
　
　
　
大
西
　
健
一
　
議
員 

　
本
定
例
会
で
は
、
初
日
に
市
長
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
専
決
処
分
の
承
認
、
条
例
の
改
正
な
ど
計
八
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
専
決
処
分
は
初
日
の
本
会
議
で
承
認
さ
れ
、
そ
の
他
は
休
会
中
に
所
管
の

常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
追
加
議
案
一
件
と
議
員
か
ら
意
見
書
案

一
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

議 決 議 決 条 

例 

等 

請願・陳情

市議会 会議録検索システム 
　インターネットにより、平
成１３年3月から平成２３年3月
の本会議（定例会・臨時会）
の会議録が閲覧・検索できま
す。 
◎会議録検索システムのＵＲＬ 
http://www.kensakusystem. 
jp/kakogawa/index.html　　


